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本ガイドラインは、新型コロナウイルス感染拡大の防止と社会教育施設等での活

動の両立を進めるために、「新しい生活様式」の実践を図りながら、社会教育施設等

で行われる活動に係る基本的な考え方を示すものです。

お住まいの地域において、行政機関等（都道府県や市区町村）から外出自粛等の要請がある

場合は、従ってください。

「新しい生活様式」とは

厚生労働省から、新型コロナウイルス感染症専門家会議からの提言を踏まえ、新型コロ

ナウイルスを想定した「新しい生活様式」を具体的にイメージできるよう、今後、日常生

活の中で取り入れていただきたい実践例が示されています。

(実践例の抜粋)

（１）一人ひとりの基本的感染防止対策

感染防止の３つの基本 ①身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手洗い

□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける

□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける

□外出時、屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用。ただし、

夏場は、熱中症に十分注意。

□手洗いは 30 秒程度かけて、水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒液の使用も可）

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底 □こまめに換気

□身体的距離の確保 □「３密」（密集・密接・密閉）の回避

□一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の理解・実行

□毎朝 体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合は無理せず自宅で療養



京丹波町社会教育施設（公民館等）の利用にあたって

○体調不良の方の活動自粛

・検温をするなどし、発熱等の風邪の症状がみられる時や体調がすぐれない方の利用は控

える。

○感染予防・感染拡大を防ぐ

・施設利用の際には、手洗いや手指の消毒を行うこと。

・施設内ではマスクの着用、咳エチケットを徹底すること。

・使用終了時には、後片付けに併せ、机、ドアノブ等手が触れる箇所の消毒等の作業にご

協力願います。（消毒等の作業は、利用時間内に終了願います。）

○「３密」（密集・密接・密閉）を徹底的に回避した上で活動する。

１密集しない 多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮を行う。

(対策例)

・人との距離を確保しての活動が可能な部屋・室を選択する。（これまでから使用して

いる部屋・室よりも広めの部屋を利用する。）

・施設の利用可能人数は、収容人数の１／２程度、かつ、人と人との間を２ｍ程度の間

隔がとれる人数とする。

２密接しない 飛沫を発生させないように工夫する。

(対策例)

・机 1 台につき１人など、席の配置を考慮し、なるべく対面方式は避ける。

・マスクを着用し、近距離での会話や発声は行わない。

・大声を出したり、呼気が激しくなったりする活動は控える。

３密閉しない 換気を徹底する。

(対策例)

・可能であれば向かい合った窓を同時に開け、換気をしながら使用すること。

・それが難しい場合でも、１時間に１０分程度は窓を開け、部屋の空気を入れ替える。

〇活動前に新型コロナウイルス感染症対策チェックリストを確認し、対策を講じる。

〇利用終了後、チェックリストの確認と参加者名簿を作成し、各団体等で保管する。

（参加者名簿は、参加者の感染が確認された場合に追跡を可能にするためのものです。提

出は不要ですが、教育委員会の求めに応じて提出できるよう団体等において１か月程度保

管してください。）

〇活動終了後は、会話等は控え、できるだけ速やかに退館する。

◎本ガイドラインは、状況の変化があった場合には、見直しなどを行います。



京丹波町社会体育施設（体育館等）の利用にあたって

○体調不良の方の活動自粛

・検温をするなどし、発熱等の風邪の症状がみられる時や体調がすぐれない方の利用は控

える。

○感染予防・感染拡大を防ぐ

・施設利用の際には、手洗いや手指の消毒を行うこと。

・大声での発声、歌唱、声援、近距離での会話等を控えること。

・マスクの着用が可能な時間帯は着用を励行し、咳エチケットを徹底すること。

・施設利用後には、後片付けに併せ、体育施設の共用物品や備品、ドアノブ等手を触れる

箇所の消毒等の作業にご協力願います。

〇監督、指導者の方等、チームの責任者が行う活動環境の確保。

施設はガイドラインに沿う形でご使用できます。それぞれの団体の活動内容、練習内容

をガイドラインに沿うように工夫してください。

・「３密」（密集・密接・密閉）を回避し、十分な距離の確保、位置取りなどに配慮するこ

と。

・屋内競技においては、換気を行いながら活動すること。

・施設の利用可能人数は、収容人数の１／２程度、かつ、人と人との間を２ｍ程度の間隔

がとれる人数とすること。

（目安：バレーボールコート１面の体育館規模で最大５０人程度）

・メンバーの体調確認を行ったのち活動を行うこと。

・大声での発声、歌唱、声援、指導等を控えること。

・施設利用後は、後片付けに併せ、体育施設の共用物品や備品、ドアノブ等手を触れる箇

所の消毒等の作業にご協力願います。（消毒等の作業は、利用時間内に終了願います。）

〇活動前に新型コロナウイルス感染症対策チェックリストを確認し、対策を講じる。

〇利用終了後、チェックリストの確認と参加者名簿を作成し、各団体等で保管する。

（参加者名簿は、参加者の感染が確認された場合に追跡を可能にするためのものです。提

出は不要ですが、教育委員会の求めに応じて提出できるよう団体等において１か月程度保

管してください。）

〇活動終了後は、会話等は控え、できるだけ速やかに退館（出）する。

◎本ガイドラインは、状況の変化があった場合には、見直しなどを行います。


